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    第一章


    
      
        1預言者よげんしゃハバククが見みた神かみの託宣たくせん。

        2主しゅよ、わたしが呼よんでいるのに、

        いつまであなたは聞ききいれて下くださらないのか。

        わたしはあなたに「暴虐ぼうぎゃくがある」と訴うったえたが、

        あなたは助たすけて下くださらないのか。

        3あなたは何なにゆえ、わたしによこしまを見みせ、

        何なにゆえ、わたしに災わざわいを見みせられるのか。

        略奪りゃくだつと暴虐ぼうぎゃくがわたしの前まえにあり、

        また論争ろんそうがあり、闘争とうそうも起おこっている。

        4それゆえ、律法りっぽうはゆるみ、公義こうぎは行おこなわれず、

        悪人あくにんは義人ぎじんを囲かこみ、公義こうぎは曲まげて行おこなわれている。

      


      
        5諸しょ国民こくみんのうちを望のぞみ見みて、

        驚おどろけ、そして怪あやしめ。

        わたしはあなたがたの日ひに一つの事ことをする。

        人ひとがこの事ことを知しらせても、

        あなたがたはとうてい信しんじまい。

        6見みよ、わたしはカルデヤびとを興おこす。

        これはたけく、激はげしい国民こくみんであって、

        地ちを縦横じゅうおうに行ゆきめぐり、

        自分じぶんたちのものでないすみかを奪うばう。

        7これはきびしく、恐おそろしく、

        そのさばきと威厳いげんとは彼かれら自身じしんから出でる。

        8その馬うまはひょうよりも速はやく、

        夜よるのおおかみよりも荒あらい。

        その騎兵きへいは威勢いせいよく進すすむ。

        すなわち、その騎兵きへいは遠とおい所ところから来くる。

        彼かれらは物ものを食くおうと急いそぐわしのように飛とぶ。

        9彼かれらはみな暴虐ぼうぎゃくのために来くる。

        彼かれらを恐おそれる恐おそれが彼かれらの前まえを行いく。

        彼かれらはとりこを砂すなのように集あつめる。

        10彼かれらは王おうたちを侮あなどり、つかさたちをあざける。

        彼かれらはすべての城しろをあざ笑わらい、

        土つちを積つみ上あげてこれを奪うばう。

        11こうして、彼かれらは風かぜのようになぎ倒たおして行いき過すぎる。

        彼かれらは罪深つみぶかい者もので、おのれの力ちからを神かみとなす。

      


      
        12わが神かみ、主しゅ、わが聖者せいじゃよ。

        あなたは永遠えいえんからいますかたではありませんか。

        わたしたちは死しんではならない。

        主しゅよ、あなたは彼かれらをさばきのために備そなえられた。

        岩いわよ、あなたは彼かれらを懲こらしめのために立たてられた。

        13あなたは目めが清きよく、悪あくを見みられない者もの、

        また不義ふぎを見みられない者ものであるのに、

        何なにゆえ不ふ真実しんじつな者ものに目めをとめていられるのですか。

        悪あしき者ものが自分じぶんよりも正ただしい者ものを、のみ食くらうのに、

        何なにゆえ黙だまっていられるのですか。

        14あなたは人ひとを海うみの魚うおのようにし、

        治おさめる者もののない這はう虫むしのようにされる。

        15彼かれはつり針ばりでこれをことごとくつり上あげ、

        網あみでこれを捕とらえ、

        引ひき網あみでこれを集あつめ、

        こうして彼かれは喜よろこび楽たのしむ。

        16それゆえ、彼かれはその網あみに犠牲ぎせいをささげ、

        その引ひき網あみに香こうをたく。

        これによって彼かれはぜいたくに暮くらし、

        その食物しょくもつも豊ゆたかになるからである。

        17それで、彼かれはいつまでもその網あみの獲物えものを取とり入いれて、

        無情むじょうにも諸しょ国民こくみんを殺ころすのであろうか。

      

    

  


  


  
    第二章


    
      
        1わたしはわたしの見張みはり所じょに立たち、

        物見ものみやぐらに身みを置おき、

        望のぞみ見みて、彼かれがわたしになんと語かたられるかを見み、

        またわたしの訴うったえについて

        わたし自みずからなんと答こたえたらよかろうかを見みよう。

        2主しゅはわたしに答こたえて言いわれた、

        「この幻まぼろしを書かき、

        これを板いたの上うえに明あきらかにしるし、

        走はしりながらも、これを読よみうるようにせよ。

        3この幻まぼろしはなお定さだめられたときを待まち、

        終おわりをさして急いそいでいる。それは偽いつわりではない。

        もしおそければ待まっておれ。

        それは必かならず臨のぞむ。滞とどこおりはしない。

        4見みよ、その魂たましいの正ただしくない者ものは衰おとろえる。

        しかし義人ぎじんはその信仰しんこうによって生いきる。

        5また、酒さけは欺あざむくものだ。

        高たかぶる者ものは定さだまりがない。

        彼かれの欲よくは陰府よみのように広ひろい。

        彼かれは死しのようであって、飽あくことなく、

        万国ばんこくをおのれに集あつめ、

        万民ばんみんをおのれのものとしてつどわせる」。

      


      
        6これらは皆みなことわざをもって彼かれをあざけり、

        あざけりのなぞをもって彼かれをあざ笑わらわないだろうか。

        すなわち言いう、

        「わざわいなるかな、

        おのれに属ぞくさないものを増まし加くわえる者ものよ。

        いつまでこのようであろうか。

        質物しちものでおのれを重おもくする者ものよ」。

        7あなたの負債者ふさいしゃは、にわかに興おこらないであろうか。

        あなたを激はげしくゆすぶる者ものは目めざめないであろうか。

        その時ときあなたは彼かれらにかすめられる。

        8あなたは多おおくの国民こくみんをかすめたゆえ、

        そのもろもろの民たみの残のこれる者ものは皆みなあなたをかすめる。

        これは人ひとの血ちを流ながし、

        国くにと町まちと、その中なかに住すむすべての者ものに

        暴虐ぼうぎゃくを行おこなったからである。

      


      
        9わざわいなるかな、

        災わざわいの手てを免まぬかれるために高たかい所ところに巣すを構かまえようと、

        おのが家いえのために不義ふぎの利りを取とる者ものよ。

        10あなたは事ことをはかって自分じぶんの家いえに恥はじを招まねき、

        多おおくの民たみを滅ほろぼして、自分じぶんの生命せいめいを失うしなった。

        11石いしは石いしがきから叫さけび、

        梁はりは建物たてものからこれに答こたえるからである。

      


      
        12わざわいなるかな、

        血ちをもって町まちを建たて、

        悪あくをもって町まちを築きずく者ものよ。

        13見みよ、もろもろの民たみは火ひのために労ろうし、

        もろもろの国くにびとはむなしい事ことのために疲つかれる。

        これは万軍ばんぐんの主しゅから出でる言葉ことばではないか。

        14海うみが水みずでおおわれているように、

        地ちは主しゅの栄光えいこうの知識ちしきで満みたされるからである。

      


      
        15わざわいなるかな、

        その隣となり人びとに怒いかりの杯はいを飲のませて、これを酔よわせ、

        彼かれらの隠かくし所どころを見みようとする者ものよ。

        16あなたは誉ほまれの代かわりに恥はじに飽あき、

        あなたもまた飲のんでよろめけ。

        主しゅの右みぎの手ての杯はいは、あなたに巡めぐり来くる。

        恥はじはあなたの誉ほまれに代かわる。

        17あなたがレバノンになした暴虐ぼうぎゃくは、あなたを倒たおし、

        獣けもののような滅亡めつぼうは、あなたを恐おそれさせる。

        これは人ひとの血ちを流ながし、

        国くにと町まちと、町まちの中なかに住すむすべての者ものに、

        暴虐ぼうぎゃくを行おこなったからである。

      


      
        18刻きざめる像ぞう、鋳ちゅう像ぞうおよび偽いつわりを教おしえる者ものは、

        その作者さくしゃがこれを刻きざんだとてなんの益えきがあろうか。

        その作者さくしゃが物言ものいわぬ偶像ぐうぞうを造つくって、

        その造つくったものに頼たのんでみても、

        なんの益えきがあろうか。

        19わざわいなるかな、

        木きに向むかって、さめよと言いい、

        物言ものいわぬ石いしに向むかって、起おきよと言いう者ものよ。

        これは黙示もくしを与あたえ得えようか。

        見みよ、これは金銀きんぎんをきせたもので、

        その中なかには命いのちの息いきは少すこしもない。

        20しかし、主しゅはその聖せいなる宮みやにいます、

        全ぜん地ちはそのみ前まえに沈黙ちんもくせよ。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      
        1シギヨノテの調しらべによる、

        預言者よげんしゃハバククの祈いのり。

        2主しゅよ、わたしはあなたのことを聞ききました。

        主しゅよ、わたしはあなたのみわざを見みて恐おそれます。

        この年としのうちにこれを新あらたにし、

        この年としのうちにこれを知しらせてください。

        怒いかる時ときにもあわれみを思おもいおこしてください。

        3神かみはテマンからこられ、

        聖者せいじゃはパランの山やまからこられた。

        その栄光えいこうは天てんをおおい、

        そのさんびは地ちに満みちた。〔セラ

        4その輝かがやきは光ひかりのようであり、

        その光ひかりは彼かれの手てからほとばしる。

        かしこにその力ちからを隠かくす。

        5疫病えきびょうはその前まえに行いき、熱病ねつびょうはその後うしろに従したがう。

        6彼かれは立たって、地ちをはかり、

        彼かれは見みて、諸しょ国民こくみんをおののかせられる。

        とこしえの山やまは散ちらされ、永遠えいえんの丘おかは沈しずむ。

        彼かれの道みちは昔むかしのとおりである。

        7わたしが見みると、クシャンの天幕てんまくに悩なやみがあり、

        ミデアンの国くにの幕まくは震ふるう。

        8主しゅよ、あなたが馬うまに乗のり、

        勝利しょうりの戦車せんしゃに乗のられる時とき、

        あなたは川かわに向むかって怒いかられるのか。

        川かわに向むかって憤いきどおられるのか。

        あるいは海うみに向むかって立腹りっぷくされるのか。

        9あなたの弓ゆみは取とり出だされた。

        矢やは、弦つるにつがえられた。〔セラ

        あなたは川かわをもって地ちを裂さかれた。

        10山々やまやまはあなたを見みて震ふるい、

        荒あれ狂くるう水みずは流ながれいで、

        淵ふちは声こえを出だして、その手てを高たかくあげた。

        11飛とび行ゆくあなたの矢やの光ひかりのために、

        電光でんこうのようにきらめく、あなたのやりのために、

        日ひも月つきもそのすみかに立たち止どまった。

        12あなたは憤いきどおって地ちを行ゆきめぐり、

        怒いかって諸しょ国民こくみんを踏ふみつけられた。

        13あなたはあなたの民たみを救すくうため、

        あなたの油あぶらそそいだ者ものを救すくうために出でて行いかれた。

        あなたは悪あしき者ものの頭あたまを砕くだき、

        彼かれを腰こしから首くびまで裸はだかにされた。〔セラ

        14あなたはあなたのやりで将軍しょうぐんの首くびを刺さしとおされた。

        彼かれらはわたしを散ちらそうとして、

        つむじ風かぜのように来き、

        貧まずしい者ものをひそかに、のみ滅ほろぼすことを楽たのしみとした。

        15あなたはあなたの馬うまを使つかって、

        海うみと大水おおみずのさかまくところを踏ふみつけられた。

        16わたしは聞きいて、わたしのからだはわななき、

        わたしのくちびるはその声こえを聞きいて震ふるえる。

        腐くされはわたしの骨ほねに入はいり、

        わたしの歩あゆみは、わたしの下したによろめく。

        わたしはわれわれに攻せめ寄よせる民たみの上うえに

        悩なやみの日ひの臨のぞむのを静しずかに待まとう。

      


      
        17いちじくの木きは花はな咲さかず、

        ぶどうの木きは実みのらず、

        オリブの木きの産さんはむなしくなり、

        田畑たはたは食物しょくもつを生しょうぜず、

        おりには羊ひつじが絶たえ、

        牛舎ぎゅうしゃには牛うしがいなくなる。

        18しかし、わたしは主しゅによって楽たのしみ、

        わが救すくいの神かみによって喜よろこぶ。

        19主しゅなる神かみはわたしの力ちからであって、

        わたしの足あしを雌めじかの足あしのようにし、

        わたしに高たかい所ところを歩あゆませられる。

      


      
        これを琴ことに合あわせ、

        聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって歌うたわせる。
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